
バーチャルツアー作成マニュアル
3Dvista Virtual Tour PRO編
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1.バーチャルツアーとは

2

複数の360度画像（以下、パノラマ）を繋ぎ合わせ、パノラマからパノラマ
へ連続的に移動・閲覧するコンテンツです。直感的にコンテンツの操作が可能
で、まるでその場にいるかのように、現地の状況を隈なく確認することが出来
ます。

アイコンをクリックすると… その場所のパノラマへ移動



1.バーチャルツアーとは

3

バーチャルツアーは様々な分野・⽤途で活⽤が可能です。以下に代表的な活
⽤例を⽰します。
 景観検討・まち歩き

コロナ禍で移動が制限される中でも、まるで現地を歩いているかのように、⾵景やまち

の状況を確認することが出来ます。

 維持管理
2次元展開図等に替えて、バーチャルツアーに点検結果（変状や補修箇所）を貼り付け

ることで、点検結果の空間的な位置関係がより把握しやすくなります。

 施設案内
従来パンフレット等で実施していた施設の案内をバーチャルツアーにすることも有効で

す。インタラクティブに情報へアクセスできるため、満⾜度の⾼い体験が可能です。



3Dvista Virtual Tour PRO を⽤いたバーチャルツアーの作成⽅法を説明しま
す。ここでは、バーチャルツアーの基本機能となる以下の機能を対象とします。

 プロジェクト作成
 パノラマの繋ぎ合わせ
 各種メディア（画像や動画）のポップアップ表⽰
 平⾯図の表⽰
 作成結果の出⼒

2.バーチャルツアーの作成（基本編）

4



2.1.プロジェクト作成

5

(1) ソフトウェアの起動とプロジェクトの作成 以下のアイコンをクリック
してソフトウェアを起動

ソフトウェアの起動画⾯



2.1.プロジェクト作成
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(1) ソフトウェアの起動とプロジェクトの作成



2.1.プロジェクト作成
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(1) ソフトウェアの起動とプロジェクトの作成



2.1.プロジェクト作成

8

(1) ソフトウェアの起動とプロジェクトの作成
＜スキンとは＞

バーチャルツアーのデザインテ
ンプレートです。数種のテーマに
沿ったデザインテンプレートが⽤
意されています。

「スキン」のタブから独⾃のス
キンを作成することも可能です。
独⾃のスキンを作成することで、
より⾼度でオリジナリティのある
バーチャルツアー作成が出来ます
（右図はスキンの作成画⾯）。

また、作成したスキンを別のPC
に読み込んで利⽤することも可能
です。



2.1.プロジェクト作成

9

(1) ソフトウェアの起動とプロジェクトの作成



2.1.プロジェクト作成

10

(1) ソフトウェアの起動とプロジェクトの作成

プロジェクトの作成が完了



2.1.プロジェクト作成
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(1) ソフトウェアの起動とプロジェクトの作成

「ファイル」から
プロジェクトの保存が可能



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ

12

(1) プロジェクトへのパノラマの読み込み

もしくは「メディアを追加」をクリック



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ

13

(1) プロジェクトへのパノラマの読み込み



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ
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(1) プロジェクトへのパノラマの読み込み



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ
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(1) プロジェクトへのパノラマの読み込み



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ
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(1) プロジェクトへのパノラマの読み込み



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ
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(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊
＜ホットスポットとは＞

パノラマ上に配置する、各種ア
クションの引き⾦となるアイコン
です。このアイコンをクリックす
ることで、パノラマ上で⾳声を再
⽣したり、ポップアップウインド
ウで画像を表⽰することができま
す。

ここでは、パノラマからパノラ
マへの移動を設定するため、パノ
ラマを切り替えるアクションを
持ったホットスポットを配置しま
す。

ホットスポット︓
クリックすると設定されたアクションを実⾏する
アイコン（ここでは、次のパノラマへ移動）



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ

18

(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊

A B
任意のパノラマを選択し、「ホットスポット」をクリック
※ここでは、パノラマAからパノラマBへの移動を⾏うホットスポットを設定



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ

19

パノラマの編集画⾯
(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊

A
B

A



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ

20

画⾯左のパノラマの⼀覧から
次のパノラマとしてパノラマBを選択

(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊

ホットスポットを配置したい位置に
ドラッグアンドドロップ

A
B

A



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ
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(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊

「Create Return Hotspot」にチェックを⼊れ、
⾚枠のアイコンをクリック
※「Create Return Hotspot」︓パノラマBから

パノラマAに戻ってくるホットスポットを⾃動作成

A
B

A



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ
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(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊

ホットスポットとして配置するアイコンとして、
任意のアイコンを選択



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ
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(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊

パノラマBからパノラマAに戻るための
ホットスポットの設定画⾯が開く

B



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ
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(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊

ドラッグでホットスポットの位置を調整

調整したら「追加」をクリック

B



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ

25

(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊
ホットスポットの追加が出来ました

BA

パノラマA⇒Bのホットスポット パノラマB⇒Aのホットスポット



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ
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(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊

追加したホットスポットは
ドラッグで位置の調整が可能



2.2.パノラマ（360度画像）の繋ぎ合わせ
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(2) パノラマへのホットスポットの挿⼊
＜作成したバーチャルツアーの動作を確認＞

ホットスポット等の設定が適切に動
作するのかを確認する⽅法として、
「プレビュー」からバーチャルツアー
のプレビュー版を起動できます。

「プレビュー」をクリック

プレビュー版のバーチャル
ツアーが起動



2.3.各種メディア（画像や動画）のポップアップ表示

28

ホットスポットに各種メディアを表⽰するアクションを追加することで、画
像や動画等をポップアップで表⽰させることが出来ます。

＜表⽰可能なメディア＞
 画像
 動画
 360度動画
 URL
 PDF



2.3.各種メディア（画像や動画）のポップアップ表示
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(1) パノラマへのホットスポットの挿⼊



2.3.各種メディア（画像や動画）のポップアップ表示
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(1) パノラマへのホットスポットの挿⼊

「イメージ」をクリック



2.3.各種メディア（画像や動画）のポップアップ表示
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(1) パノラマへのホットスポットの挿⼊

任意のアイコンを選択



2.3.各種メディア（画像や動画）のポップアップ表示
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(1) パノラマへのホットスポットの挿⼊

ホットスポット位置を調整



2.3.各種メディア（画像や動画）のポップアップ表示
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(2) ホットスポットへのアクションの追加

「アクションを追加」をクリック



2.3.各種メディア（画像や動画）のポップアップ表示
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(2) ホットスポットへのアクションの追加

「ポップアップイメージ」をクリック
※動画の場合は「ポップアップビデオ」



2.3.各種メディア（画像や動画）のポップアップ表示
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(2) ホットスポットへのアクションの追加

任意の画像を選択し、「開く」をクリック



2.3.各種メディア（画像や動画）のポップアップ表示
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(2) ホットスポットへのアクションの追加

「完了」をクリック



2.3.各種メディア（画像や動画）のポップアップ表示
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(2) ホットスポットへのアクションの追加

画像のポップアップを
追加できました

プレビュー画面



2.4.平面図の表示
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(1) 平⾯図の読み込み



2.4.平面図の表示
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(1) 平⾯図の読み込み



2.4.平面図の表示
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(1) 平⾯図の読み込み



2.4.平面図の表示
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(2) 平⾯図へのホットスポットの挿⼊



2.4.平面図の表示
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(2) 平⾯図へのホットスポットの挿⼊



2.4.平面図の表示
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(2) 平⾯図へのホットスポットの挿⼊



2.4.平面図の表示
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(2) 平⾯図へのホットスポットの挿⼊



2.4.平面図の表示
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(3) ホットスポットへのアクションの追加



2.4.平面図の表示

46

(3) ホットスポットへのアクションの追加



2.4.平面図の表示
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(3) ホットスポットへのアクションの追加



2.4.平面図の表示
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(3) ホットスポットへのアクションの追加



2.4.平面図の表示
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(4) ホットスポットへのレーダーの追加
＜レーダーとは＞

平⾯図上に表⽰される扇形の表⽰です。
パノラマの操作に連動して回転し、現在⾒えているパノラ

マの画⾓を表⽰します。

レーダー



2.4.平面図の表示
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(4) ホットスポットへのレーダーの追加

「レーダー」をクリック



2.4.平面図の表示
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(4) ホットスポットへのレーダーの追加
「レーダー」の設定画⾯



2.4.平面図の表示
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(4) ホットスポットへのレーダーの追加

パノラマをクリック



2.4.平面図の表示
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(4) ホットスポットへのレーダーの追加 「追加」をクリック

先程クリックした
パノラマが表⽰



2.4.平面図の表示
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(4) ホットスポットへのレーダーの追加

レーダーが追加



2.4.平面図の表示
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(4) ホットスポットへのレーダーの追加

レーダーの半径を設定

ドラッグでレーダーの
画⾓を設定

レーダーの⾊を設定



2.4.平面図の表示
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(4) ホットスポットへのレーダーの追加

平⾯図が作成出来ました



2.5.作成結果の出力

57

3Dvista Virtual Tour PRO では、複数の形式で作成したバーチャルツアー
を出⼒することが可能です。ここでは、EXE形式の出⼒⽅法を取り上げます。

＜主な出⼒形式＞
 HTML形式での出⼒

WEBでの公開が可能な形式です。ただし、公開するサーバーを構築する必要があります。

 3Dvista Cloud へのアップロード
別途3Dvista Cloudを契約することで、サーバーを構築せずにバーチャルツアーをWEB公開する
ことができます。

 EXE形式での出⼒
スタンドアローンで起動する実⾏ファイル形式です。WEBでの公開はできませんが、各⾃がファ
イルをダウンロードして起動することが出来ます。特別なソフトウェアやサーバーの構築は不要
です。



2.5.作成結果の出力
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(1) EXE形式での出⼒



2.5.作成結果の出力
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(1) EXE形式での出⼒



2.5.作成結果の出力
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(1) EXE形式での出⼒



ここからは応⽤編として、バーチャルツアーの品質を向上させるための作成
テクニックについて説明します。

 平⾯図のサイズ・位置の調整
 平⾯図の表⽰/⾮表⽰の切替ボタン作成

3.バーチャルツアーの作成（応用編）

61



3.1.平面図のサイズ・位置の調整
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「スキン」をクリック

「Floorplan Viewer」を
クリック

(1) 平⾯図のサイズ調整



63

「Floorplan Viewer」の
プロパティが展開

サイズの調整

位置の調整

3.1.平面図のサイズ・位置の調整
(1) 平⾯図のサイズ調整
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＜サイズ・位置調整の考え⽅＞

サイズや位置は「px（ピクセル）」と「%」の2通りの単位で
制御されます。「px」は画素数でサイズや位置を制御し、「％」
はウインドウの縦・横サイズで制御します。

「％」ではウインドウのサイズに合わせて動的にサイズや位置
が調整されるため、「％」を⽤いたほうがどのような環境でも共
通したユーザーインターフェースを表⽰することが出来ます。

3.1.平面図のサイズ・位置の調整
(1) 平⾯図のサイズ調整



65

＜サイズ調整の考え⽅＞

● 横︓20％の場合

100％に対して

20％のサイズ

● 横︓50％の場合

100％に対して

50％のサイズ

3.1.平面図のサイズ・位置の調整
(1) 平⾯図のサイズ調整
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＜サイズ調整の考え⽅＞

● 左︓0％、上︓0%の場合

画⾯の左と上からのオフセット量が0％
⇒画⾯左上の隅に配置

● 右︓5％、下︓5%の場合

100％に対して

50％のサイズ
100％に対して

右から5％オフセット

画⾯の右と下からのオフセット量が5％

3.1.平面図のサイズ・位置の調整
(2) 平⾯図の位置調整



3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
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(1) ボタンの作成

「ボタン」をクリック



3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
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(1) ボタンの作成

任意のボタンをクリック



3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
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(1) ボタンの作成

「選択」をクリック



3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
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(1) ボタンの作成

ボタンが追加出来ました



3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
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(1) ボタンの作成

ボタンの⾊やテキストを
「スタイルを編集」から設定



3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
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(1) ボタンの作成

ボタンの⾊やテキストの設定画⾯



3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
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(1) ボタンの作成

⾊の設定
※不透明度の設定に留意（デフォ

ルトでは不透明度が0%）

フォントの設定 フォントの設定

テキストの⼊⼒



3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成

74

(1) ボタンの作成

ボタンが作成出来ました



3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
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(1) ボタンの作成

サイズや位置は「プロパティ」から調整
※P63〜P66を参照
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3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
(2) ボタンへのアクションの追加

「アクションを追加」を
クリック
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3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
(2) ボタンへのアクションの追加

「素材を表⽰／隠す」を
クリック
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3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
(2) ボタンへのアクションの追加

「Floorplan Viewer」に
チェック

「完了」をクリック

「Toggle Show/Hide」に
チェック
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3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
(2) ボタンへのアクションの追加

アクションが追加されました
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3.2.平面図の表示/非表示の切替ボタン作成
(2) ボタンへのアクションの追加

平⾯図を表⽰ 平⾯図を⾮表⽰
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3.3.パノラマへの音声データの挿入
(1) ⾳声データの読み込み

「パノラマ」をクリック 「オーディオ」をクリック
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3.3.パノラマへの音声データの挿入

「オーディオファイルを追加」をクリック

⾳声データを選択し、「開く」をクリック

(1) ⾳声データの読み込み
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3.3.パノラマへの音声データの挿入
(1) ⾳声データの読み込み

⾳声ファイルが追加されました
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3.3.パノラマへの音声データの挿入
(2) ⾳声データの設定

⾳声ファイルをクリック

「オーディオのプロパティ」が展開
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3.3.パノラマへの音声データの挿入
(2) ⾳声データの設定

⾳声データをループ再⽣させる場合にはチェック

⾳声データに指向性を持たせる場合にはチェック
※次⾴で説明
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3.3.パノラマへの音声データの挿入
(2) ⾳声データの設定

＜指向性のある⾳声データの設定＞

パノラマに⾳声データを挿⼊
する際に指向性を与えることが
出来ます。

具体には、パノラマの特定の
画⾓を向いたときにのみ⾳声
データを再⽣するといったこと
が可能です。

例えば、樹⽊に視線を向けるときのみに
⾍の声を再⽣する等

道路⽅向では⾞の⾛⾏⾳

社殿では砂利を踏みしめる⾳
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3.3.パノラマへの音声データの挿入
(2) ⾳声データの設定

⾳声の再⽣領域が表⽰されるので
ドラッグでサイズと位置を調整

「指向性」にチェック


